
ウ）償却資産の取得額等：71¶140¶309

（建物：3¶480¶332、機械及び装置：6¶006¶418、工具器具備品：60¶933¶264、その他無形固定資産：720¶295）
エ）非償却資産の取得額等：4¶620¶000

（建設仮勘定：4¶620¶000）

会計基準第81第３項による振替額 `

合 計 5¶943¶471¶963

^ 運営費交付金債務残高の明細 （単位：円）

交 付 年 度 運 営 費 交 付 金 債 務 残 高 残 高 の 発 生 理 由 及 び 収 益 化 等 の 計 画

{費用進行基準を採用した業務：全ての業務
|残高の発生理由

平 成 23 年 度 費用進行基準を採用した業務に係る分 125¶388¶830
人件費は平成24年度においては費用化せず、引き続き残高が生じたものです。
業務経費については、平成23年度に支払った前払費用残です。

}収益化の計画
翌事業年度に繰り越した運営費交付金債務残高については、翌事業年度において収益化する予定です。

{費用進行基準を採用した業務：全ての業務
|残高の発生理由
人件費について執行額が予算額を下回ったため、運営費交付金債務に残高が生じたものです。

平 成 24 年 度 費用進行基準を採用した業務に係る分 564¶551¶037
その他の経費については、経費の節減、入札等で差額が生じたことによる執行残額を翌事業年度に繰り越
すとともに、組織整備に伴う農薬検査部第二検査棟改修工事を繰り越しています。
なお、中期計画で予定した本事業年度に実施すべき業務は計画どおり実施済みです。

}収益化の計画
翌事業年度に繰り越した運営費交付金債務残高については、翌事業年度において収益化する予定です。

７ 運営費交付金以外の国等からの財源措置の明細

施設費の明細 （単位：円）

区 分 当期交付額

左 の 会 計 処 理 内 訳

摘 要
建設仮勘定
見返施設費 資本剰余金 収 益 計 上 そ の 他

平成24年度施設
整備費補助金

117¶933¶020 77¶783¶430 40¶149¶590 ` `

計 117¶933¶020 77¶783¶430 40¶149¶590 ` `

８ 役員及び職員の給与費の明細

（単位：千円、人）

区 分
報 酬 又 は 給 与 退 職 手 当

支 給 額 支 給 人 員 支 給 額 支 給 人 員

役 員 (323)
53¶126

(1)
5 5¶292 1

職 員 (43¶990)
3¶902¶872

(21)
641

(1¶962)
395¶927

(4)
32

合 計 (44¶313)
3¶955¶998

(22)
646

(1¶962)
401¶219

(4)
33
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＜注記＞
１．役員に対する報酬等の支給基準
役員に対する報酬等は、国家公務員の給与、民間企業の役員の報酬等、当法人の業務の実績
及び人件費見積りその他の事情を考慮して定めた「独立行政法人農林水産消費安全技術セン
ター役員給与規程」及び「役員退職手当規程」に基づき支給しています。
２．職員に対する給与の支給基準
職員に対する給与の支給は、一般職の職員の給与に関する法律（昭和25年法律第95号）の適
用を受ける国家公務員の給与、民間企業の従業員の給与、当法人の業務の実績及び人件費見積
りその他の事情を考慮して定めた「独立行政法人農林水産消費安全技術センター職員給与規程」
に基づき支給しています。
３．職員の給与の支給人員の算定方法
年間平均支給人員数で算定しています。

４．非常勤の役員又は職員がいる場合の記載方法
外数として（ ）で記載しています。

５．その他
上記の職員給与支給額及び退職手当支給額には臨時的任用職員分を含み、調査指導業務費の
「給与、賞与及び諸手当」及び「退職金費用」から11¶557千円を支給しています。
なお、千円未満を四捨五入して記載しています。œ
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